
平成 26 年度第１回 
鶴岡市学校給食センター運営委員会 議事録 

開催日時：H２６．７．９    午後３時～ 

場  所：鶴岡市学校給食センター 会議室 

 

委嘱状交付式 

 

１． 開会（原田所長補佐） 

 

２． 教育長挨拶（難波教育長） 

 

３． 委員長、副委員長の選出 

事務局案 委員長に佐々木一広委員、副委員長に渋谷和久委員を提案し、全会賛成により選出 

 

４． 報告説明 

報告第 1 号 平成２５年鶴岡市学校給食センター運営状況について（資料により説明） 

報告第 2 号 学校給食に係る藤島地域の小・中学校アンケート調査結果について 

（資料により説明） 

報告第 3 号 学校における異物混入対応マニュアルについて（資料により説明） 

 

５． その他 

委員  庄内保健所の鈴木と申します。日頃保健所業務につきましてご協力いただきまして

大変ありがとうございます。また、安全な学校給食の提供につきましてご尽力いただ

きましてありがとうございます。 

私のから一つ情報提供させていただきたいと思います。ここ数年来冬期間のノロウ

イルスの食中毒が話題になったと思いますが、今年は原因がよくわからないのですが、

春から何種類かの腸管出血性大腸菌、いわゆる O-157 とか、O-26 とか他にも何種類

かありますが、全国的に各地で出ているようです。 

学校給食では注意されていることと思いますが、人から人への感染が心配されます。

必ずしも食べ物からうつるというよりも、風呂での感染も報告されております。 

食中毒の対策はお配りした資料にあるように、清潔・迅速・冷却・加熱が原則です

が、今年はぜひ夏場もその辺を中心にご注意いただければと思います。なお患者さん

が病院に来まして、O-157 などの感染がわかった時には、患者さんの了解が必要です

が学校にも必要に応じて保健所で情報提供させていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

 

委員  質問 1 点と要望 1 点なのですが、各学校で検食簿というのを記入しておりますが、

その検食簿の活用というか、各センターごとにお任せになっているのか、市全体とし

て検食簿を点検、活用しようと共通の話になっているのかお聞かせください。 

次に要望ですが、藤島の中学生のアンケートにお汁が温かくて大変いいというアン



ケートがありました。藤島地域と羽黒地域の食缶が保温性の高いものを使用している

ということだと思いますが、年次的に他地域についても保温性の高い食缶を導入して

いただければありがたいと思っておりますので、ご検討いただければと思います。 

 

所長  それでは初めに検食簿ですが、各給食センターでも検食簿をつけております。異常

がないか確認をしたうえで各学校に配送になります。学校に配送になった段階で校長

先生が最初に検食をしていただいて子供たちに食べさせて大丈夫かということを確認

していただくということになっております。これにつきましては先ほど食中毒のこと

もありましたが、何かあった場合に、何が原因かという原因調査の資料として活用さ

せていただくことになります。 

味が濃いとか薄いなどの感想を記入していただいていますが、各栄養士が目を通し、

ご意見を取り入れながら活用させていただいております。 

それから、食缶につきましてですが、真空二重食缶を使用している学校については

非常に保温性が高くて温かい給食が届けられております。今現在は藤島羽黒地域につ

いては二重食缶です。学校によりましては小規模でクラスが小さいところにつきまし

ては、冷めやすいということで特に冬場は冷たい汁になってしまう場合もございます。 

できれば小規模校から交換をしていきたいという意向で予算要求はしておりますが、

なかなか予算がつかない状況です。ただ、すべての学校を二重食缶にするということ

も施設設備の関係で出来かねる状況です。二重食缶にしますと保管する場所が二倍以

上必要になり、食缶を消毒保管する場所が限定されておりますのでなかなか全てとい

うことはいきませんが、学校数の減少とかクラス数の減少とか設備の空き具合等見な

がら、できるだけ温かい給食を届けるように今後とも努力していきたいと考えており

ます。 

 

委員  配送についてですが、大きく配送時間が変わる場合などは連絡は配送業者から来る

のか給食センターから来るのかということの確認です。 

今年の春配送順を変えたのか 1 時間ほど変わったのですが、ドライバーさんと受け

取る給食パートだけの話で最初進んでいたので、おかしいのではということで連絡し

たことがありました。その辺の確認と、今後 5～10 分遅れるということは仕方がない

と思いますが、学校回り順などが変わって大きく時間が変わるときなどはやはりドラ

イバーと担当者だけとの話ではなくて、教頭や校長に連絡があるべきではないかと思

いましたのでよろしくお願いしたいと思います。 

 

所長  今の件につきましては大変申し訳なく思っております。 

冬期間とかいろいろなアクシデントで遅れる場合につきましては、現在はドライバ

ーが携帯電話を持っておりますので運転手からセンターへ連絡があり、学校へ正確な

時間をお伝えするということで進めていきたいと思っております。配送委託業者と打

ち合わせをしながら連絡体制についてはきちんと対応していきたいと思いますのでよ

ろしくお願いいたします。 

 



委員  給食費の未納の件についてですが、具体的な数字の提示がありませんでしたが、こ

れについても全国的に問題になっていると認識しているので、この地域はどのような

状況なのか出せるようであればお願いします。 

 

所長  給食費の未納について説明させていただきます。給食費の未納については全国的に

も課題というか、問題となっておりますが、鶴岡市においても平成 21 年度までは年々

増加の傾向にございました。平成 21 年度の決算額で現年度分が約 190 万、過年度分

が 590 万合わせて 780 万ほどの未納額となっており、この年が最高となっております。 

平成 21 年度の 10 月から児童手当の支給に合わせまして、給食費が未納となってい

る場合に現金支給に切り替え、その時に納付相談を実施しながら、納付をいただいて

おります。平成 25 年度の決算では現年度分で 38 万 5 千円、過年度分で 516 万、合わ

せまして 555 万ほどの繰越になっております。先ほど申し上げました平成 21 年度の

決算よりは 223 万ほど減少しているという状況です。特に現年分については 190 万ほ

どのものから 38 万 5 千円ぐらいまで落ちたということで、児童手当の納付相談が効果

的なのかなと考えております。 

鶴岡センターでは年 3 回未納者に催告書を送付するなど、学校と連携を取りながら

未納対策に努めているわけではありますが、払える能力があるにもかかわらず払わな

い未納者については毅然とした態度を取りながら未納の解消に努めていきたいと考え

ております。 

 

委員  大変わかりやすくご説明いただきましてありがとうございます。ＰＴＡとして何か

できることがあればこちらのほうにも情報等、個別の数字は厳しいかもしれませんが、

状況等の報告、改善案等出せるようであれば、こちらのほうからも動いていきたいと

思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

所長  追加ですが、今のところ未納があるのは鶴岡地域と藤島地域となっております。 

 

 

事務局 委員の皆さん貴重なご意見ありがとうございました。それでは、第１回運営委員会

を閉会致します。 

 

 

 

 

（閉 会） 

 

終了 １６：００ 


